
           田代,井 原:モ リ プ ヂ ン 紬 の 研 究

                                      

75士2℃ 及び160土10℃ の加熱室氣を使用した.此 の場合流れを支配する要素は常温瓦斯流れ

を支配する要素に淫力が重愚 したもので,此 の場合の流れの歌態 も第1圖 に示 したが,圖 より

明らかな通 り常温室氣の場合に比 して顯著な差異が認められる.此 の差異の原因 としては瓦斯

が流動 中に冷却 され,從 て亦牧縮 し此 の結某 として浮力効果が顯著 に現 われて來 るもので,此

の鮎 に關しては理論的 に可成 り推論出來るのであるが,精 細は次回以後 に報告す る豫定である
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の可成 り多くは天井 と負荷上部の遊隙を流れ       一マ1寄建駕鵠 ㌫島、り蝋
此 の 爲 長 さ 及 び 断 面 方 向 に 封 し 加 熱 の 不 均 一

を 來 ず.(2)瓦 斯 流 はRvの 狭 い 範 園(2～5・101)で は 各 部 分 の 粗 到 速 度 は 濃 度 の み の 函 数 と な

る.(3)熔 内,頴 堅 分 布 は 畑 系 の 流 臆 力 學 的 抵 抗 を 知 る上 に 重 要 で あ り,且 つ 測 定 は 比 較 的 容 易

て あ る の で ♂ 常 湿 室 氣 流 に依 る摸 型 實 験 か ら重 要 な 資 料 が 得 られ る,
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              (昭 和24年7月7日 受 理)

         14・ モ リ ブ デ ン釉 の 研 究

              田 代 仁,井 原 將 昌

 モリブデン白紬は直接鋼板 に融着するためにコバル ト下紬を使用する必要がな く,從 つてこ

れを使用すれば焼威回敷を減 らすことが川來る.こ のために我國の磁郷 工場で も最近注目され

                   (37)
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ろ よ うに なっ た が,こ れ に關 す る研 究 は從 來極 めて 少 くb,特 に その 製 造 方 法 に就 い て は,

K.Kaufz2)の 報'iPrがあ る に過 ぎな い.よ つ て轡者 等 は製 造 に必 要 な伯…件 を知 るた め に,特 に

熔 解 時 の 紬藥 中 の 酸 化 モ リブヂ ンの學 動 に就 て研 究 を行 つ た.

 1)熔 融 時 の紬 中の 酸 化 モ リブデ ンの 昇華  K.Kautz2)は 漁ll編 虫時 にMOe3が 痺隔虫液 か

ら昇 華 逃 散 す る恐 れ の あ る こ と,勅 中 にilaOが 多量 に含 イfされ て い る場 合 に はM{}03の 昇 華

逃 散が 抑 え られ る こ とを推 察 して い るが,警 者 等 は こ れ を實 験 的 に石官め ろた め に 本 多式 熱 天 秤

を使 用 し,第1表 に 記 す試 料 の加 熱 時 に於 け る重jll:減少 を 、1'1・i"べた.第1圖 に その結 果 を示 す 。

       第1麦 熱天秤謝Ki附 、mg)       第1圃
                             煎スi秤による箕瞼結 襲鑓無 ∵轟1「

之、__合 は1,.、、71。・C、り顯 ために著 烈 X

し い 重{i㌃減 少 が 起 る が,N胞C()3及 びPaC(';}がM('():.}と   2,1。

共 存 す る場 合 に はMoO,:が 之 と化 合 す る爲 に 少 く と も1150℃
                              り       さりリ      ロゆむ    ごこ

に達 す る迄 昇 華 に よ る重 量 減 少 は殆 ん ど起 ら識 こ と,又 曲線      一→ 温 度(ρり

(4)と(5)に 形 朕 の 相違 の 認 め られ 朗 二か ら,.X kO::は バ ツ ヂ 中 に於 て も]NaL)(J` ):;ズはPaCol轟

と結 合 す る爲 に勅 中 か ら昇 華 逃 散 す る恐 れ は ない 事 とが わ か る.

 2)紬 融 液 の分 相 に 就 て  モ リブ デ ン紬 の組成 が 適 鴬?でな い 場 合 に は,熔 融 中 に そ の融 液

は2イ報 こ分 離 し,1相 は冷 却 の際 にガ ラス化 せ す に結 品化 し,之 に よつ て紬 の 性 質 は 劣 化 す る.

著 者 等 は紬 の組 成 と分 相現 象の關 係 を明 らか にす る爲 に,第2表 に示 す組 成 の紬 バ ツ ヂ を150

9調 合 し,こ れ 等 を各 々粘 土質 琳 恥 に入 れ て ガ ス熔 で1120。～1150℃,1時 間 加 熱 した 後 濾 中 で

放 冷 し,冷 却 後 取 出 して縦 に切 断 し分 祁 の程 度 を槻 察 し,又 分 離 した2相 の 組 月父を分 析 した.

            第2表 紬 調 合 組 成

           IA-・ い 一・iA-・IB-・IB-・1B-ll

    蒲 需.ll:l ll:1111:1膝ill:l l諺
    ア ル ミ ナ ・ - 1 -  - 1 1.9: 1.()  1.9
                                      ト

    '凝 酉菱 ソ ー タゆ 1   9.0      9.0      9.O  l   l4.4  1  14.4     14,.4

    硝 酸 ソ ー ダ  7.5 ・7.5  7.5  5.8旨 5.8  5.8

    螢  石1 7,5 7.5 7.5  6.216.2 6.2
                             

    炭 酸 バ リウム 24・`1 14,.614・9 -1- 一
    酸 化 モ リブ デ ン 1 7.5   7・5 1 7・5    6.4 1 3.9   1.9
                                         コ

    氷 晶 石[一 一 一 6.7 6.7 6.7            

    合  計1100・4 92.6 18・ ・9 ….・1975 95・5

                   (38)
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                第    3   表

               lA 一一 1.A-21A-・IP・ ・一・ ・一・!B-3

     分離・・繍 伽 輯 ・・)1…V8・ ・li… i・ 副 ・3.・195

           i総 、;:㍑:1,1:ll'L瓢 言)1生8こ酬26響
        サ             ら                                      

     分離糸占品相 潔 δ、い ・ L・ ・… 1・・i(…Il・ ・
           l BaO    l1.1    1.7    LO   -     一・一    一     の 分 析 組 成

         一 C・0 2・0 5.0 3・5 6・4 1・6 ]・q

      鰍)認lll l:鯛 認1錐1障1:;腰
           、 計 95・89・ ・91…91・ …1・ …1…ny・

 第2表 のA系 列 は 酸 化 バ リ ウ ム添 加 量 の み 攣 へ た もの,B系 列 は 酸 化 モ リ ブ デ ン 添 加 量 の み

攣 へ た もの で あ る.第3表 に 分 離 した 結 晶 相 の 重 量 及 び 分 析 結 果 を 示 す.之 よ り勅 中 の 酸 化 モ

リ ブ デ ン 含 有 傘 小 な る 程,叉 酸 化 バ リ ウ ム 含 有 率 大 な る程 分 射1は 起 り難 い 事,分 離 し た 結 晶 相

は 主 と し てMoO3及 びNlミ20よ りな る こ とが わ か る.

 5)結 語 以 土 よ り,軸 バ ツ ヂ 中 にINaL・CO3,工laCO:}讐;が 共 イ1サ る 場 合 に は 少 く と も

1150℃ 迄 はMo(》3の 昇 華 逃 散 を恐 れ ろ必 要 は な い こ と,熔 融 時 の 粕 融 液0)分 相 を抑 え る に は

勅 中 のBaO含 有 率 の 堆 加 が 効 果 の あ るtと が わ か る.

 1) R.M. King, J. Amer. Cerum., Soc.,1935.18,319～320.; C. R, Amberg, J. Amer. Ceram., Soc.,

  1937,24,75.

2) K.Kaut7,, J. Amer。 Ceram., Soc.,1940,25,283,;Better Enameling,1948,19, Jan。,10.

              (日召 孝「1 24,年 7 月  9  日 受 理)

    15・鋳 鐵 に含 有 す る窒 素定 量分析 法 に就 て(第2報)

             澤 村  宏,津 田 昌 利

 現 在,我 々が 研 究 中の 他 の 問踵 に於 て鋳 鐵 に含有 す る化合 窒 素 の學 動 が 極 めて 重 要 な要 素 と

され る に鑑 み,此 れ の 分 析 方法 を昭 和11年 にH本 學 術 振 興 魯 が 制 定 した所i謂,標 準 法 を基 準 と

して研 究 中で あつ て共 第1報Dは 既 に稜 表 せ る虜 で あ る.普 通 の 鐡 鋼 中 の窒 素 は微 量 で あつ て

鋳 鐵 に含 有 され る化 合 窒 素 は主 と して窒 化鐵 で あ るが,猴,多 少 の窒 化 チ タ ン,窒 化 珪 素等 も

在 る と考 へ られ て 居 る.

   Fe2N, Fe4N2, IF'esNL,, Fe3N2, FeN. AIN. SiN, Si3N4, Si2N3.

   TiN, Ti2N2, Tl4N3. VN, V2N, VN2. Mo3×2, Mo5N3, Mo5-N4. Cr2N.

 第1圖 は分 析 法 の系 統 の 一 例 を示 す,學 振 法 は(i)に 廃 す るが,我 々は之 を稽 々修 正 して實

験 して居 り,装 置 は學 振 法 に擦 るが薮 で は 省 略 す る.

 何 れ に しで もHCI可 溶 主 液 中のN及 不溶 痩 渣 中 のNの 和 を以 て全 窒 素 量%と して居 る!
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